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Ⅰ 目 的 

県内全域の水産業に関わる社会的、経済的基盤の整備開発及び漁業経営

の安定に係る事業を推進し、もって時代の要請に即応した安全で安心な水

産物を安定的に供給すること並びに水産業の健全な発展を図るとともに、

地域経済に寄与することを目的とする。 

 

Ⅱ 計画策定の趣旨 

 栽培漁業については、魚介類の種苗生産、放流、天然海域における保護

育成を行い水産資源の持続的利用を確保する直接的手法として定着してき

ております。 

当法人は、栽培漁業の振興を通じて県民への安全・安心な水産物の安定供

給に寄与するとともに、地域経済の活性化に貢献してきたところであります。 

また、沿岸漁業においては、少子高齢化の進展等による生産構造の変化に

伴う漁場利用の高度化から栽培漁業への高まりが見られております。 

こうした中で、放流効果の確実性のため、稚魚の成育場である藻場・干潟

の回復要請や地域の活性化に向けた種苗生産体制の整備が求められ、また将

来において、気候変動による水産資源への影響が予測されることから変化に

適応した放流手法の見直、及び栽培漁業による資源の回復を促し持続的な生

産を確保するため、放流後の成育した親魚によって再生産を可能にする資源

造成型栽培漁業の推進など、県民や生産者が当法人に期待する役割は一層多

様化して来ております。 

一方で、基金の金利低迷や県補助金の減少及び築３０年を経過する栽培漁

業センター施設の老朽化による費用の増大から経営は非常に厳しい状況に

あります。 

このように、当法人を取り巻く情勢は大きく変化し、その厳しさは増して

いるものの引き続き県民へ安定的に水産物を供給する使命を果たすととも

に、公益法人として健全に発展し、地域との連携及び県民ニーズへの対応を

図り、その期待に応えていくことが必要であります。 

 

Ⅲ 経営基本方針 

以上を踏まえ、県との連携を密にしながら水産物を安定的に供給する実施

機関としてその求められる機能・役割を強化していくこととし、 

  （１）三重県栽培漁業基本計画に沿って、魚介類の種苗づくりを行い市町、

漁協等に供給します。 

（２）種苗は稚魚の初期段階まで弱小で減耗しやすいことから、天然海域で

放流の効果を高めるため、中間育成し放流します。 



 2

 

（３）県民に種苗生産及び放流効果などを情報発信し、県民や漁業者に栽培

漁業による水産資源の維持増大の重要性を啓発します。 

（４）水産研究機関から種苗生産の技術移転を受け、その量産化技術開発試

験を実施します。 

（５）地域の主要魚介類の持続生産を図るためその種苗生産及び生態調査等 

に取り組みます。 

また、地域経済の活性化の一翼を担う重要な魚介類の種苗生産を行 

います。 

（６）業務工程の標準化及び効率化に取り組み経費の節減を図ります。 

（７）漁協等が実施する資源増大事業や環境保全事業に助成支援します。 

   また、海域生物の成育できる漁場環境を保全する役割を担っていきま

す。 

（８）基金などの資金は、公益目的に活用をするとともに安全、確実な方 

法で運用を行います。 

（９）職員を研修会に参加させるなどにより、専門的知識を修得させ資質 

向上を図ります。 

これらを基本に運営を行うものとする。 

 

Ⅳ 課題と対応策 

県補助金等の削減、施設の老朽化に伴う経費の増大による経常収支の悪化

及び栽培漁業の効率化を図るため、次のような対応策を講じます。 

 

 １．経営の安定化 

（課題） 

・県などの補助金、委託料等が削減され、経常収支が悪化している。 

  （対応策） 

・種苗生産コストの節減と量産化技術を向上させ生産物の安定確保を図

ります。 

・新魚種の種苗生産事業を検討し新たな展開を図ります。 

     ・伊勢湾中間育成場の水槽の有効利用策として新たな魚介類の育成技術

を開発します。 

・種苗生産に係る職員を技術研修に積極的に参加させ、技術の向上、人

材育成により生産の安定化を図ります。 
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２．資金運用 

（課題） 

・基本財産等を運用する国債、地方債などの金利が低下している。 

  （対応策） 

・財産管理運用規程及び資金運用基本方針に基づき、基本財産等の安全

で有利な運用に努め、財源の確保を図ります。 

 

 ３．施設の老朽化 

（課題） 

・昭和 56 年度及び平成 8 年度に建設された浜島・尾鷲栽培漁業センタ

ー並びに平成 17年度及び平成 18年度に建設された伊勢湾南部・北部中

間育成場施設は老朽化が激しく、生産業務への影響が懸念される状況と

なっている。 

（対応策）  

・大規模な修繕・設備の更新については、施設の所有者である県に引き

続き要望していきます。 

小規模な修繕については、法人として、職員自身が努めて対応するな

どコストを抑えて施設管理を行います。 

 

Ⅴ 具体的目標 

      （平成３３年度目標） 

   種苗生産目標 

マダイ     60 万尾（平均全長 30㎜） 

       トラフグ   30 万尾（平均全長 20 ㎜） 

    カサゴ      8 万尾（平均全長 50 ㎜） 

        アワビ   100 万個（平均殻長 15 ㎜） 

    マハタ   34 万尾（平均全長 30 ㎜） 

        ヒラメ     20 万尾（平均全長 30 ㎜） 

    クルマエビ 210 万尾（平均全長 17 ㎜） 

        ヨシエビ   300 万尾（平均全長 17 ㎜） 

    ガザミ   160 万尾（C1種苗：5㎜） 

    ナマコ     3 万個（平均全長 7㎜） 

    アコヤガイ 150 万個（殻長 2㎜） 

    ピース貝   50 万個（殻長 2㎜） 
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   放流数量目標 ・放流サイズ目標 

    マダイ   50 万尾（平均全長 60 ㎜） 

    トラフグ  25 万尾（平均全長 50 ㎜）    

カサゴ    8 万尾（平均全長 50 ㎜） 

アワビ    25 万個（平均殻長 15 ㎜） 

    アワビ    45 万個（平均殻長 25 ㎜） 

    アワビ    20 万個（平均殻長 30 ㎜） 

ヒラメ   16 万尾（平均全長 80 ㎜） 

クルマエビ 140 万尾（平均全長 40 ㎜） 

ヨシエビ  180 万尾（平均全長 30 ㎜） 

ガザミ   50 万尾（平均甲幅  8 ㎜） 

ナマコ    3 万尾（平均全長  7 ㎜） 

 

     ※その他事業目標、経営改善目標は別表のとおり 

 

Ⅵ 中期経営計画の期間等 

   本計画の期間は、平成２７年度から平成３３年度末までとし、三重県栽

培漁業基本計画との整合性をとるために設定したものです。 

また、経営計画を着実に実効し、あわせて経営展望の実効性を高め法人を

取り巻く情勢変化に的確に対応する観点から計画の実施状況について定期

的に精査を行い必要に応じて見直しを行うものとする。 

 



NO 行　動　目　標 具　体　的　推　進　事　項 平成２７年度目標 平成２８年度目標 平成２９年度目標 平成３０年度目標 平成３１年度目標 平成３２年度目標 平成３３年度目標

（１） 　技術開発 　 　 　

種苗量産化技術の向上 ワクチン接種魚 ワクチン接種魚 ワクチン接種魚

ワクチン接種技術の向上

変形魚選別技術の向上

・アワビ種苗生産の安定化 尾鷲C 所長 紫外線滅菌海水の活用等により成長率、生残率の安定化

アワビ5㎜サイズから20㎜

までの生残率を70%にす

る。

　　　生残率75% 生残率80% 同左 同左 同左 同左

・ナマコ種苗生産の量産化技術開発 浜島C 所長

ナマコの種苗量産技術開発とともに、

中間育成技術開発を行う。

７mm種苗 4万個生産 同左 ７mm種苗 3万個生産 同左 同左 同左 同左

・ガザミ種苗生産の量産化技術開発 浜島C 所長

ガザミの種苗量産技術開発とともに、

中間育成技術開発を行う。

Ｃ1種苗160万尾生産 Ｃ1種苗210万尾生産 同左 同左 同左 同左 Ｃ1種苗160万尾生産

・白色系アコヤピース貝の改良種の

　種苗生産技術開発

浜島C 所長 水産研究所の技術支援を受けて、試験配布を経て種苗配布する 試験配布 種苗生産配布 同左 同左 同左 同左 同左

（２） 　 種苗生産目標数量及び親魚養成計画 　

（種苗生産目標）≪最終年平成33年度目標≫

マダイ  　  60万尾（平均全長30㎜） ﾏﾀﾞｲ（60万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

アワビ 　100万個（平均殻長15㎜） ｱﾜﾋﾞ（100万個） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ヒラメ  　  20万尾（平均全長30㎜） ﾋﾗﾒ（20万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

トラフグ 　 30万尾（平均全長20㎜） ﾄﾗﾌｸﾞ（38万尾） ﾄﾗﾌｸﾞ（34万尾） ⇒ ﾄﾗﾌｸﾞ（26万尾） ⇒ ﾄﾗﾌｸﾞ（30万尾） ⇒

カサゴ 　    8万尾（平均全長50㎜） ｶｻｺﾞ(18万尾） ｶｻｺﾞ(8万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

クルマエビ 210万尾（平均全長17㎜） ｸﾙﾏｴﾋﾞ（310万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（260万尾） ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（210万尾）

ヨシエビ 300万尾（平均全長17㎜） ﾖｼｴﾋﾞ（350万尾） ⇒ ⇒ ﾖｼｴﾋﾞ（300万尾） ⇒ ⇒ ⇒

ガザミ　　 160万尾（C1種苗:5㎜） 　　　 ｶﾞｻﾞﾐ（160万尾） ｶﾞｻﾞﾐ（210万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ｶﾞｻﾞﾐ（160万尾）

ナマコ　　 3万個（平均全長 7㎜） ﾅﾏｺ（4万尾） ⇒ ﾅﾏｺ（3万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

アコヤガイ 150万個（殻長2㎜） ｱｺﾔｶﾞｲ（216万個） ｱｺﾔｶﾞｲ（198万個） ｱｺﾔｶﾞｲ（170万個） ｱｺﾔｶﾞｲ（150万個） ⇒ ⇒ ⇒

ピース貝　  50万個（殻長2㎜） ﾋﾟｰｽ貝（122万個） ﾋﾟｰｽ貝（23万個） ﾋﾟｰｽ貝（30万個） ﾋﾟｰｽ貝（35万個） ﾋﾟｰｽ貝（40万個） ﾋﾟｰｽ貝（45万個） ﾋﾟｰｽ貝（50万個）

ピース貝試験配布 ピース貝種苗生産配布 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

（親魚更新計画）

マダイ　　　20尾(500～800gサイズ)更新

トラフグ　　15尾(3㎏サイズ)更新

カサゴ　　 200尾(150gサイズ)更新

ヒラメ　　　30尾(1㎏サイズ)更新

マハタ　　 100尾（50gサイズ)更新

（３） 　種苗中間育成 （中間育成尾数）≪最終年平成33年度目標≫

クルマエビ　全長  17㎜　　100万尾 ｸﾙﾏｴﾋﾞ（155万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（130万尾） ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（100万尾）

ヨシエビ　　全長  17㎜　　255万尾 ﾖｼｴﾋﾞ（255万尾） ⇒ ⇒ ﾖｼｴﾋﾞ（255万尾） ⇒ ⇒ ⇒

クルマエビ　全長　17㎜　　110万尾   ｸﾙﾏｴﾋﾞ（155万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（130万尾） ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（110万尾）

ヒラメ　 　 全長　30㎜　　 12万尾 ﾋﾗﾒ（12万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

トラフグ　　全長　20㎜   　10万尾 ﾄﾗﾌｸﾞ(10万尾) ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

マハタ　　　全長  30㎜     25万尾 ﾏﾊﾀ(22万尾) ﾏﾊﾀ(25万尾) ﾏﾊﾀ(31万尾) ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ヨシエビ　　全長  17㎜　　 95万尾 ﾖｼｴﾋﾞ(95万尾) ⇒ ⇒ ﾖｼｴﾋﾞ（45万尾） ⇒ ⇒ ⇒

ガザミ    　Ｃ１   　　　 160万尾 ｶﾞｻﾞﾐ（160万尾） ｶﾞｻﾞﾐ（210万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ｶﾞｻﾞﾐ（160万尾）

マハタ　　　全長  30㎜　　  3万尾 ﾏﾊﾀ(3万尾) ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

マダイ　　　全長　30㎜　　 60万尾 ﾏﾀﾞｲ（60万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ヒラメ　　　全長　30㎜　　　8万尾 ﾋﾗﾒ（8万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

トラフグ　  全長　20㎜　   20万尾 ﾄﾗﾌｸﾞ(28万尾） ﾄﾗﾌｸﾞ(24万尾） ⇒ ﾄﾗﾌｸﾞ(16万尾） ⇒ ﾄﾗﾌｸﾞ(20万尾） ⇒

クロダイ　  全長　30㎜　    3万尾 ｸﾛﾀﾞｲ（3万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

（４） 　放流計画  

・目標放流サイズ　 　　　　　　　　 《放流数量目標・放流サイズ目標》≪最終年平成33年度目標≫

　（種苗生産及び中間育成コストの削減） マダイ　　　　50万尾（平均全長　60㎜) ﾏﾀﾞｲ（50万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

アワビ        25万個（平均殻長　15㎜） ｱﾜﾋﾞ15㎜（26万個） ｱﾜﾋﾞ15㎜（8万個） ⇒ ｱﾜﾋﾞ15㎜（10万個） ｱﾜﾋﾞ15㎜（15万個） ｱﾜﾋﾞ15㎜（20万個） ｱﾜﾋﾞ15㎜（25万個）

アワビ        45万個（平均殻長　25㎜） ｱﾜﾋﾞ25㎜（47万個） ｱﾜﾋﾞ25㎜（53万個） ｱﾜﾋﾞ25㎜（45万個） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

アワビ        20万個（平均殻長　30㎜） ｱﾜﾋﾞ30㎜（14万個） ｱﾜﾋﾞ30㎜（16万個） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ｱﾜﾋﾞ30㎜（20万個）

　 ヒラメ　　　　16万尾（平均全長　80㎜） ﾋﾗﾒ（16万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

トラフグ　　　25万尾（平均全長　50㎜） ﾄﾗﾌｸﾞ（31万尾） ﾄﾗﾌｸﾞ（27万尾） ⇒ ﾄﾗﾌｸﾞ（21万尾） ⇒ ﾄﾗﾌｸﾞ（25万尾） ⇒

カサゴ　　　 　8万尾（平均全長　50㎜） ｶｻｺﾞ(18万尾） ｶｻｺﾞ(8万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

クルマエビ　 140万尾（平均全長　40㎜） ｸﾙﾏｴﾋﾞ（200万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（170万尾） ⇒ ｸﾙﾏｴﾋﾞ（140万尾）

ヨシエビ　　 180万尾（平均全長　30㎜） ﾖｼｴﾋﾞ（210万尾） ⇒ ⇒ ﾖｼｴﾋﾞ（180万尾） ⇒ ⇒ ⇒

ガザミ　　　  50万尾（平均甲幅　 8㎜） ｶﾞｻﾞﾐ（50万尾） ｶﾞｻﾞﾐ（65万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ｶﾞｻﾞﾐ（50万尾）

ナマコ　　 　　3万尾（平均全長　 7㎜） ﾅﾏｺ（4万尾） ⇒ ﾅﾏｺ（3万尾） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

（５） 　真珠養殖業の振興策の拡充 浜島C 所長 国産アコヤガイ母貝の飼育管理 母貝・白色5系統 同左 同左 同左 同左 同左 同左

NO 行　動　目　標 具　体　的　推　進　事　項 平成２７年度目標 平成２８年度目標 平成２９年度目標 平成３０年度目標 平成３１年度目標 平成３２年度目標 平成３３年度目標

（１）

　財産管理運用規程・資金運用基本方針に

　基づく運用

本部 理事長

金融市況情報を収集する

資金を安全かつ効率的に運用する

資金運用状況を把握するため統括表を作成する

平均利回り

1.7％以上

同左 同左 同左 同左 同左 同左

（２） 　業務の改善、改革

本部

尾鷲Ｃ

浜島Ｃ

理事長

所長

所長

業務連絡会議を開催し業務の改善、改革を検討する 年２回以上 同左 同左 同左 同左 同左 同左

職員の技術研修会（種苗生産・機械保守管理）の受講  年１回以上 同左 同左 同左 同左 同左 同左

定年退職を迎える職員の技術を新採用職員に引き継ぐ。

人事異動により異魚種種苗生産技術習得を目指す

随時 同左 同左 同左 同左 同左 同左

（４） 　施設の強化（修繕）及び有効活用 本部 理事長

大規模修繕は県へ年次計画要望する。

南部中間育成場・北部中間育成場の未利用期間の有効活用を検討する

随時 同左 同左 同左 同左 同左 同左

5

尾鷲C

南部C

同左 同左

同左

同左

所長

技監

同左

同左130～140㎜種苗

20万尾生産

130～140㎜種苗

22万尾生産

130～140㎜種苗

25万尾生産

同左

同左 同左

同左

・種苗生産目標

尾鷲C

浜島C

所長

所長

・伊勢湾北部中間育成場

北部C

南部C

飼育

施設

浜島C

尾鷲C

場長

場長

技監

局長

所長

所長

・浜島栽培漁業センター

・尾鷲栽培漁業センター

尾鷲C

浜島C

所長

所長

（３） 　職員の人材育成の強化、充実を図る 本部 理事長

　２．経営改善目標

責　任　者

別表別表別表別表　具体的目標具体的目標具体的目標具体的目標

　１．事業目標

同左

・伊勢湾南部中間育成場

責　任　者

・マハタ種苗生産の量産化技術開発

所長

所長

技監

・親魚養成計画

尾鷲C

浜島C

本部


